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新潟県条例第24号 

新潟県公安委員会等の権限に属する事務に係る手数料条例の一部を改正する条例 

新潟県公安委員会等の権限に属する事務に係る手数料条例（平成12年新潟県条例第51号）の一部を次のように

改正する。 

次の表の改正前の欄中別表の表示に下線が引かれた別表（以下「移動別表」という｡)に対応する次の表の改正

後の欄中別表の表示に下線が引かれた別表（以下「移動後別表」という｡)が存在する場合には当該移動別表を当

該移動後別表とし、移動別表に対応する移動後別表が存在しない場合には当該移動別表を削る。 

次の表の改正前の欄中下線が引かれた部分（別表の表示を除く。以下「改正部分」という｡)に対応する次の表

の改正後の欄中下線が引かれた部分（別表の表示を除く。以下「改正後部分」という｡)が存在する場合には当該

改正部分を当該改正後部分に改め、改正部分に対応する改正後部分が存在しない場合には当該改正部分を削る。 

改 正 後 改 正 前 

（風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する

法律関係手数料） 

第２条 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関

する法律（昭和23年法律第122号。以下この条及

び別表において「法」という｡)第20条第２項の認

定、同条第４項の検定又は同条第５項の試験に係

る事務について、風俗営業等の規制及び業務の適

正化等に関する法律施行令（昭和59年政令第319

号。以下この条において「令」という｡)第10条の

２の表の上欄に掲げる者は、同表の中欄に掲げる

区分に従い、それぞれ同表の下欄に定める額の手

数料を納めなければならない。 

２ 法第３条第１項の許可又は法第20条第10項にお

いて準用する法第９条第１項の承認に係る事務に

ついて、令第16条の表の上欄に掲げる者は、それ

ぞれ同表の下欄に定める額の手数料を納めなけれ

ばならない。 

３ 前２項に定めるもののほか、法の規定に基づく

事務について、別表の左欄に掲げる者は、それぞ

れ同表の右欄に定める額の手数料を納めなければ

ならない。 

４ 法第20条第５項の規定により公安委員会が同条

第２項の認定又は同条第４項の検定に必要な試験

の実施に関する事務の全部又は一部を行わせるこ

ととした者（以下この条において「指定試験機関」

という｡)が行う試験を受けようとする者は、令第

10条の２の表３の項又は４の項に規定する手数料

を当該指定試験機関に納めなければならない。 

 

 

 

５ （略） 

 

 

 

 

 

 

 

（風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関する

法律関係手数料） 

第２条 風俗営業等の規制及び業務の適正化等に関

する法律（昭和23年法律第122号。以下この条及

び別表第１から別表第３までにおいて「法」とい

う｡)第20条第８項に掲げる事務について、別表第

１の左欄に掲げる者は、同表の中欄に掲げる区分

に従い、それぞれ同表の右欄に定める額の手数料

を納めなければならない。 

 

 

 

２ 法第43条に掲げる事務について、別表第２の左

欄に掲げる者は、それぞれ同表の右欄に定める額

の手数料を納めなければならない。 

 

 

３ 前２項に定めるもののほか、法の規定に基づく

事務について、別表第３の左欄に掲げる者は、そ

れぞれ同表の右欄に定める額の手数料を納めなけ

ればならない。 

４ 法第20条第５項の規定により公安委員会が同条

第２項の認定（別表第１及び別表第２において「認

定」という｡)又は同条第４項の検定（別表第１及

び別表第２において「検定」という｡)に必要な試

験の実施に関する事務の全部又は一部を行わせる

こととした者（以下この条及び別表第１において

「指定試験機関」という｡)が行う試験を受けよう

とする者は、別表第１の３の項又は４の項に規定

する手数料を当該指定試験機関に納めなければな

らない。 

５ （略） 

 

別表第１（第２条関係） 

 （略） 

 

別表第２（第２条関係） 

 （略） 
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別表（第２条関係） 

 （略） 

別表第３（第２条関係） 

 （略） 

附 則 

 この条例は、平成25年４月１日から施行する。 

 


